
■対象区域の概要
○HICity

○面積：約5.9ha

○人口：
年間延べ就業者数：約175万人
年間延べ集客数：約187万人

◼ 対象区域のビジョン

○ 「持続可能都市おおた」の形
成を支えるテストベッドとしての
スマートシティの実装
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空港跡地のグリーンフィールドである街全体を対象として、BIMを活用したデータの統合・可視化・分析が
可能な「空間情報データ連携基盤」を整備し、先端的技術の協調領域とすることで、実証的取組に適した
テストベッドを形成し、大田区の課題解決に資する取組みを展開し、早期のサービス実装を目指す。

■本事業全体の概要■位置図
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アウトカム指標 アウトプット指標
新サービス導入数
新産業創出件数
海外との取引件数
大田区の新法人設立数

データ連携基盤を活用した実証実験数
スマートシティ関連ビジネスイベント実施
件数

区域の回遊量（移動量）
区民交通満足度

自律型モビリティ台数
乗客者数
導入モビリティ台数
運営コスト削減率

区内の高齢者に占める要介護認定者割合
区内の介護サービスサービス受給者数
区民平均BMI、検診受診割合

健康アプリ利用者数

区内企業売上高/区内従業者数
維持管理業務コスト削減率
ロボット運営コスト削減率

ロボット導入種類
ロボット導入台数
データ活用件数

来街者数
大田区の観光入込客数、日帰り観光客数

大田区観光情報発信数
AI観光案内利用者数
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◼運営体制◼スマートシティの目標(KPIの設定)

◼導入技術

空間情報データ連携基盤の構築導入する先端技術

3D K-Field

データ収集・統合機能

データ蓄積機能

データ可視化機能

データ分析機能

データ公開機能

空間情報データ連携基盤＝協調領域

空間情報、時間情報を協調領域とし、
個別の技術同士を連携・高度化

• 交通弱者の移動手段提供、自動
運転システムによる運営費の削減

• ロボット統合管制によるロボティクス
導入環境の整備

• スマートBMとの連携

• 来街者データ分析を活用した効果
的な賑わい創出施策

• 健康アプリ×データ活用による未病
対策の誘導、健康寿命の延伸

スマート
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• 自動運転バス、ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ、自動
走行車椅子

• モビリティ統合管制システム
• マルチモーダルサービス展開

• 自動掃除ﾛﾎﾞｯﾄ、自動配送ﾛﾎﾞｯﾄ、ｱﾊﾞ
ﾀｰﾛﾎﾞｯﾄの実装

• ロボット統合管制システムによる制御
• AIを活用したｽﾏｰﾄﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

• AI観光案内ﾛﾎﾞｯﾄによる多言語案内、
空間情報の活用

• ﾋﾞｰｺﾝ･ﾚｰｻﾞｰｶｳﾝﾀｰによる人流把握

• ICTを活用したインセンティブ付与アプリ
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羽田第1ゾーンスマートシティ推進協議会

都市管理者

開発運営者

相
互
連
携

羽田みらい開発

大田区 課題抽出、区内連携支援、横展開推進
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先端産業創造委員会
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BOLDLY、WHILL、日本交通、    

TIS、avatarin、WHILL、SBS     、日本空港        、空港施設

鹿島建物総合管理、    不動産、鹿島東京開発、          

大田区、学校法人東邦大学

avatarin、        、            、          

収集

収集

収集

管理

日本総合研究所、          

BOLDLY、TIS、鹿島建物総合管理
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◼ビジネスモデル ◼スケジュール

① 管理コストの削減

② テナント収入の向上

③ 新規ビジネス収入
の確保

①管理コストの削減

②テナント収入の向上

③新規ビジネス収入の確保従来の賃貸事業スキーム

①

②

①管理コストの削減とともに、当該地区での取り組みをマネタイ
ズ（②テナント収入の向上、③新規ビジネス収入の確保）により
持続可能なスマートシティの構築、維持管理、運営を実現。
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・人件費の削減
・既存業務の効率化

・テストベットの提供
・不動産価値向上

・スマートサービスの
提供
・データ・解析ツール
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▲まちびらき ▲グランドオープン

実証実験のモニタリング

実証実験の誘致

実証技術の横展開

空間情報データ連携基盤の構築

スマートモビリティ

自動運転バス

グリーンスローモビリティ

パーソナルモビリティ

スマートロボティクス

物流ロボット

清掃ロボット

アバターロボット

限定エリア内での統合管制構築

スマート会議室・エリマネカフェ

ビル全体での統合管制構築

鹿島スマートBMとの連携

エレベータ制御システムとの連携

まち全体での統合管制構築

スマートヘルスケア

スマートツーリズム

AI観光案内ロボット

アバターロボット

データを活用したエリアマネジメント

ロボティクスの導入

ロボット統合管制プラットフォーム

「RoboticBase」導入

大田区はねぴょん健康ポイントとの連携

観光案内ロボットの導入

イベントホールとの連携

鹿島スマートBMの導入

マイルストーン

３D K-Fieldの構築

他プラットフォームとの連携

モビリティの導入

モビリティ統合制御プラットフォーム

「Dispatcher」の導入

スマートシティ構築スケジュール
2020年度

2021年度 2022年度
2023年度

2024年度

構築

仕様調整 実証 実装

導入 構内運転 公道運転 無人運転

導入 手動運転+自動回帰

実証

全自動走行

仕様調整 実証 実装

導入 アバター追従実証 実装

導入 実証 実装

導入 物流ロボット先導実証 実装

実証検討

検討

検討

実証

実証

実装

実装

実装

検討 実証

導入 実証 実装

導入 実証 実装

検討 実証 実装

実証 実装

モニタリング

検討 誘致

区内横展開

エレベータ制御システム

連携実証

導入 仕様調整 K-Field連携実証 RB連携実証 実装

機器導入 データ取得実証 データ解析実証 実装

実装検討

実装

仕様調整
データ可視化

統合管制実証
実装
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◼まちの将来像
空間情報データ連携基盤３D K-Fieldと他都市OSとの連携機能を拡充することにより、他都市とのデータやツールの共有
を図るとともに、空間情報データ連携基盤のモデルケースとして3D K-Fieldを他都市に横展開することで、データ利活用
方策の創出やそのデータ利活用に基づく新ビジネス創出を推進するような連携体制の構築を目指す。

サイバー空間＝ 空間情報データ連携基盤
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